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Abstract
　　On October 23, 2020, approximately 10 months after the first case report of a new coronavirus 
infectious disease (COVID-19) in December 2019, and just before the time of the next epidemic in the 
northern hemisphere, we held a web-based round-table discussion on the COVID-19 response. Our 
objective is to clarify the foundation of future pandemic response, with awareness of the current situation 
and future perspectives, integrating multi-trans-interdisciplinary knowledge, such as statistics and 
mathematical modeling, which have been applied in emergency responses, economics, sociology, ethics, 
and biomedical or health sciences, which should be considered more in depth in the chronic phase.
　　Discussants in each field of medical statistics and public health, pandemic simulation, sociology, and 
medicine have made presentations on their experience of COVID-19 response and suggested future 
prospects. Based on these discussions, they clarified the implications of mathematical modeling in the 
public health context and socio-economic and ethical issues, as well as medical issues, to be resolved. It 
was clarified that we should promote a consensus development system to respond to each issue through 
the methods of value conflict resolution by integrating multi-interdisciplinary knowledge.
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1．座談会の趣旨：ウィズコロナ時代における学術横断的課題
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2．自己紹介：バックグラウンドと本課題への関心
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3．価値の相克と多様な関係者による合意形成
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4．COVID-19に関する学術文献および公衆衛生における医学統計

4.1　一流誌におけるCOVID-19特設サイト

4.2　プレプリントの役割
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Table 1　医学系総合学術誌・総合科学誌におけるCOVID-19特設サイト

Table 2　論文の無料公開・プレプリントサーバー
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4.3　英国の Imperial College Londonの活動

4.4　米国の IHMEとドイツのロベルト・コッホ研究所の活動
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4.5　日本における活動
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4.6　香港大学からの報告

Table 3　日本におけるCOVID-19関連情報
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Table 4　厚生労働省対策本部クラスター対策班の専門家らの学術誌への主な発信



－480－

4.7　ディスカッション
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5．数理モデルと感染症の自然史を記述する諸量の推定

5.1　SIRモデル
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Fig. 1　SIRモデル
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5.2　SIRモデルの制約（仮定）

5.3　感染の自然史を記述するパラメータ

Fig. 2　SIRモデルの制約（仮定）

SIRモデル
より現実的なモデル
(ガンマ分布)

SIRモデル
より現実的なモデル
(ガンマ分布)

・感染力は感染性期間を通じて一定
・（各個人の）感染性期間は指数分布に従う

・解決策

－ 再生産方程式
－ 遅延微分方程式による記述

感染からの経過時間

頻
度

感染性期間の分布

感染からの経過時間

感
染
力

感染力（時間の関数として）

指数分布に制約されないが，
取り扱いが難しい
Rtの精密な推定に向くが，動力学
的予測・介入評価には向かない
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5.4　発症間隔と潜伏期間の定義と推定

Fig. 3　発症間隔と潜伏期間の定義と推定-1
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Fig. 4　発症間隔と潜伏期間の定義と推定-2
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n組の場合はこれらの組にわたる積．煩雑なので省略する．
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5.5　再生産方程式（renewal equation）
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5.6　実効再生産数

Fig. 5　再生産方程式（renewal equation）

t - a
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t - Δa
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aa人人人人が( ) 人

それぞそれぞれ 生む人生むれれれれ 人人人人人人人人人n(a│t)Δan(a│t)Δa

Fig. 6　実効再生産数

a 才の人が現在 t の時代効果の
元で生む数の年令にわたる合計

時代 u に出生した人が生涯に
わたって生む数の合計
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5.7　実行再生産数Rtの推定

Fig. 7　Rtの推定（1/3）

「生存」 =  感染性「生存」 =  感染性

Fig. 8　Rtの推定（2/3）
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5.8　実際のデータ分析での課題

Fig. 9　Rtの推定（3/3）
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Fig. 10　データ正規化の課題①：報告遅れの経時変化
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・GIS JAPANによる感染者データ https://gis.jag-japan.com/covid19jp/
　より発症日，確定日（一部の感染者には両方存在）を抽出
・確定日 － 発症日 はガンマ分布によく当てはまる．
・図は±7日（14日）ウインドウによる経時変化
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Fig. 11　補正した流行曲線
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5.9　ディスカッション

Fig. 12　データ正規化の課題②：検査実施数の経時変化
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6．COVID-19と「いのち」

6.1　COVID-19と「生命倫理の社会学」
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6.2　価値の相克・連帯から孤立へ

Fig. 13　COVID-19発生の背景
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Fig. 14　多様・多層な価値相克

Fig. 15　COVID-19対応における矛盾の発現：連携から孤立へ

COVID-19の発生

COVID-19の封込め
（境界の厳格化，
移動の制限）

グローバル化
（境界の緩和，
　移動の促進）

個人の自由
の制限

社会的距離
の拡大

社会的閉鎖
（排除／奪取）

監視強化
社会的連携

社会的孤立
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6.3　いのちの選別：医療崩壊とトリアージ

Fig. 16　COVID-19における生と死をめぐる葛藤

生きる権利

死ぬ権利

死ぬ自由

Fig. 17　COVID-19初期の各国の感染者数／死者数推移
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6.4　トロッコ問題



－499－

6.5　「生きるに値しない命」？

6.6　「死ぬ権利」と「命より大切なもの」

Fig. 18　トロッコ問題（年齢条件）

•同じ問題で，線路上の5人の作業員が高齢で，待避線上の1人の作業員が若者であったらどうか？

2019年3月調査
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Fig. 19　死ぬ権利

図「安楽死を認める」という意見に対する支持 図「自分についてはあくまで延命治療を望む」という意見に対する支持

図「家族についてはあくまで延命治療を望む」という意見に対する支持

・2015年5月調査
　　　・インターネットモニター調査
　　　・N=5168
　　　・全国の20歳～79歳の男女
　　　・都道府県別性別年代別割当

・安楽死・尊厳死については過半数が「認める」
・延命治療を望む人は少ない（特に自分について）
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Fig. 20　自分の命よりも大切なもの 2015年5月調査

自分の命よりも大切なもの

6.7　自殺念慮の理由
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Fig. 22　COVID-19と自殺

Fig. 21　死ぬ自由？：自殺念慮の理由

・「死にたい」と思う強さと関係が深いのは，経済的理由，
　仕事に関する理由（人間関係については聞いていない）
・2015 年 5月調査
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Fig. 23　COVID-19と完全失業率
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Fig. 24　「いのち」観の背景にある文化あるいは死生観
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Fig. 25　現代日本における自殺 2015年5月調査（N=5,168）
・「ときどき「死にたい」ような気持ちになる」

人間関係のしがらみが少ないほど希死念慮をもちやすい？
地域，学歴，世帯年収などでは有意な差は見られなかった
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Fig. 26　自殺と社会意識 2015年調査より（N=5,168）

幸福感と関連の深い生活満足度が高い人ほど希死念慮は低い．
一方，社会満足度，10年後の日本予想，特に階層帰属意識は，二極化の傾向が見られる．

6.96.9

4.54.5

6.56.5

12.412.4

31.531.5

9.79.7

18.618.6

19.919.9

30.630.6

25.125.1

17.417.4

21.721.7

29.629.6

25.325.3

21.621.6

15.315.3

27.427.4

25.225.2

17.217.2

8.68.6

50.750.7

27.827.8

18.818.8

14.514.5

13.213.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

生活満足度と希死念慮

10.910.9

5.35.3

6.76.7

12.812.8

25.025.0

9.69.6

25.025.0

17.817.8

20.420.4

26.826.8

29.229.2

22.222.2

18.818.8

25.625.6

26.526.5

25.425.4

22.622.6

25.625.6

15.615.6

24.824.8

25.025.0

19.019.0

11.111.1

22.222.2

29.729.7

26.526.5

21.321.3

16.016.0

12.212.2

20.520.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

階層帰属意識と希死念慮

6.86.8

4.94.9

5.65.6

9.99.9

26.526.5

20.520.5

20.020.0

19.419.4

26.126.1

22.022.0

25.025.0

21.721.7

28.428.4

24.524.5

22.122.1

4.54.5

24.724.7

25.325.3

21.621.6

12.012.0

43.243.2

28.628.6

21.221.2

17.917.9

17.517.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

社会満足度と希死念慮

11.811.8

6.16.1

7.57.5

9.29.2

22.122.1

19.719.7

21.921.9

20.420.4

24.324.3

22.922.9

15.015.0

23.423.4

29.529.5

24.424.4

22.122.1

15.715.7

22.922.9

23.123.1

23.723.7

14.514.5

37.837.8

25.825.8

19.519.5

18.518.5

18.418.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10年後の日本予測と希死念慮

Fig. 27　社会的孤立と希死念慮　 2015年調査より

社会的に孤立している人ほど希死念慮が強い．
　　　⇩
社会的包摂のシステムが重要
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6.8　いのちをめぐる葛藤とコミュニケーション的行為

6.9　COVID-19における討議倫理学の実践
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6.10　ディスカッション

Fig. 28　討議倫理の実践
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7．「日本医師会COVID-19有識者会議」の取り組みと未来への視座
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Table 5　日本医師会COVID19有識者会議の考え方
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7.1　パンデミックにおける医学と人文社会科学の融合

Fig. 29　パンデミックにおける自然科学（医学）と人文社会科学（経済学）の融合
（Multi-trans-interdisciplinary）

細胞基礎研究 個人（患者）診断，治療 集団（社会）予防

免疫学，ウィルス学
病理学，分子生物学など

感染症学，集中治療学，救急医学，
呼吸器学，循環器学，小児科学，

老年学，精神医学など

公衆衛生学，衛生学，
疫学，法医学，

病院管理学・経営学など

創薬（診断薬，治療薬，
ワクチン）

Evidence-based medicine
Precision Medicine

Value-based medicine
Evidence-based policy

making

ゲノム・オミックス情報 臨床診療情報・モバイルヘルス情報 環境・社会医学的情報

基礎医学 臨床医学 社会医学

関連分野：歯学，薬学，看護学，心理学，生命倫理学，医療社会学，医療経済学，情報工学など

●医学的アプローチ

●経済学的アプローチ（人文社会学的）・・・・・社会・経済対策

● 分離融合アプローチ ・・・・・・・・・・ 政策企画立案・決定

経済学（マクロ経済，ミクロ経済，財政学，行動経済学等），法学，政治学，
社会学，経営学，情報学，コミュニケーション学，哲学，倫理学など

レギュラトリー
サイエンス
レギュラトリー
サイエンス
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7.2　症例データベースと徴候学

7.3　PCR検査と社会経済的課題
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Fig. 30　COVID-19症例データベース
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Fig. 31　我が国のコロナ禍におけるPCR検査をめぐる問題
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7.4　COVID-19治療薬の薬効評価
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Table 6　COVID-19感染制御のためのPCR検査等の拡大に関する緊急提言
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7.5　ワクチンの治験開発と接種の問題

Table 7　 2020年5月18日日本医師会 COVID-19 有識者会議声明
新型コロナウィルス感染パンデミック時における治療薬開発についての緊急提言

Fig. 32　レムデシビルからみる科学的合理性とは
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Table 8　現時点で臨床試験を実施中のワクチン（25種類）
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7.6　医療資源の配分



－521－

Fig. 33　東京都の人工呼吸器管理症例と受け入れベッド数の推移

医療資源
（ヒト・モノ・ハコ）
需要（a）＜供給（b）

医療資源
（ヒト・モノ・ハコ）
需要（a+x）＞供給（b+y）

行政
情報GMIS
配分

トリアージ

◎人工呼吸器・ECMO等

◎ICU/入院・宿泊・自宅療養

通常医療通常医療x>y
通常医療（救急・重症患者）

三角形の幅は医療へのアクセス，高さは医療スタッフ数，面積は必要な医療資源（ICUベット数，人工呼吸器，
ECMO等）の量を表す．COVID-19蔓延期は，一般病棟の閉鎖など，医療へのアクセスを若干抑制し，ICU等
の高度急性期医療を強化する必要がある．

Fig. 34　平常時の医療提供体制とCOVID-19拡大期の医療提供体制とトリアージ
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7.7　「子どもの権利」の危機を回避するために
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7.8　ポストコロナ社会に向けた展望

Fig. 35　COVID-19に対する子どもへの問題
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7.9　ディスカッション

Fig. 36　 コロナ禍のトランスサイエンス状況における専門家の考え方
─ 未来からの反射（武見太郎）からポスト・ポストコロナ社会へ ─

グローバリズム
（民主主義，市場原理，科学技術）
グローバリズム
（民主主義，市場原理，科学技術）

過去の延長
線上にある
現在

過去
自然的

未来近未来

未来から見れば
歴史的存在にある

現在

計画的
未来の
創造

分析・評価

予測・推理

資源の開発と
配分

資源の開発と
配分

評価・判断評価・判断
未来からの反射未来からの反射

post Corona with Corona
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8．総合討論

Fig. 37　横断型基幹科学と伝統的科学との知の融合による社会課題解決概念

伝統的科学技術 イノベーションサイクル
知の分類

情報学 複雑系 異分野俯瞰　　
事実知 モデリング シミュレーション

データサイエンス 統計学
数理科学 最適化
計測制御 ロボティクス 異分野構成 社会課題解決

使用知 人間工学 認知感性 コトつくり
（構成知） デザイン 設計工学

マネジメント 政策工学
意味知 社会価値 技術倫理 社会的期待発見

Well-being 未来洞察
知のプラットフォーム
強靭性×多様性×公共性

横断型基幹学術

工学

医学・生物学

法学

束ねる知

理学

人文学

社会学

経済学

横
断
型
基
幹
科
学
の
知
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